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判断した場合、さらなる国軍改革が実施される展望が開けよう。逆に彼がウィラントやスティヨソといった退役軍人との選挙戦を意識し、国軍改革を口にす ことで競争相手が軍内保守層を取り込んで勢いづくと判断した場合、改革のアピールは避けるであろう。改革に打って出るのか、安全牌でしのぐのか。過去の経験をみる限り ユドヨノの意思決定はかなり慎重であり、国軍改革を掲げることの政治的なメリットを計算しようとする。そう考えると 来年の大統領選挙に国民 人気の高い文民候補が参加し、ポピュリスト路線でユドヨノに挑むことが、彼の競争心と改革インセンティブを煽り、国軍改革を前進させる結果につがるのかもしれない。
（ほんな 　じゅん／立命館大学国際関係学部准教授）
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